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本資料取扱い上の注意点

• この資料には、当社の将来についての計画や戦略、業績
に関する予想見通しの記述が含まれています。

• これらの記述は、現時点における情報に基づき判断した
ものであり、マクロ経済や当社の関連する業界動向、
新たな技術の進展等により変動することがあり得ます。

• 従いまして、実際の業績等が記載の予想数値と異なる
可能性がありますことをご承知おき下さい。
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 2020年3月期 決算概要

 2021年3月期 業績予想

 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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 2020年3月期 決算概要

 2021年3月期 業績予想

 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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連結決算の概要について
（単位︓百万円）

前期 当期 増減額 対前年同期
増減率

売上高 145,410 137,943 △7,467 △5.1％

営業利益 3,410 1,846 △1,563 △45.8％

経常利益 3,627 2,144 △1,482 △40.9％
当期純利益
（※） 2,628 1,341 △1,287 △49.0％

1株当たり
当期純利益 164.08円 84.11円 △79.97円 △48.7％

・前年同期比で減収減益

【連結決算の概要について】
米中貿易摩擦の長期化等により政治・政策要因の不透明感が継続したことに
加え、年度末に発生した新型コロナウイルス感染拡大の影響により、引き続
き製造業各社の設備投資に対する姿勢は慎重に推移いたしました。このよう
な環境の中で､当社グループは第10次中期経営計画「NEXT 1800」の重点
施策を推し進めて参りましたが、当連結会計年度の業績は､前年同期を下回
る結果となりました。 （※）親会社株主に帰属する当期純利益
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（連結）セグメント別 売上高実績
売 上 高
［百万円］

【増減要因】

【日本】
◇自動車関連搭載向けの電子部品、FPD関連業界向
けの搬送装置機器の販売は増加

◇産業機械業界向けの電機品及び設備機器、アミュ
ーズメント業界向けの電子部品の販売が減少

【アジア】
◇産業機械業界向けの電機品及び電子部品の販売が
減少

【欧米】
◇産業機械業界向けの電子部品の販売及び有機EL
関連業界向けの電機品の販売が減少

967881
※セグメント間の内部売上高又は振替高を除いた売上高で
表示しております。

前期比

△3.3%

△10.4%

△8.7%
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【増減要因】

【電機部門】
◇産業機械業界向けの電機品の販売が減少

【電子部門】
◇自動車関連搭載向けの電子部品の販売が
増加

◇アミューズメント業界向けの電子部品の
販売が減少

【機械部門】
◇FPD関連業界向けの搬送装置機器の販売は
増加

◇産業機械業界向けの設備機器の販売が減少

145,410
137,943 前期比

△14.0%

△2.7%

△9.3%
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3,410 

1,846 

【日本】

【アジア】
【欧米】

営業利益（△1,564百万円）

△651

△615
△338 +40

19/3月期
営業利益

20/3月期
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連結営業利益 分析グラフ
（単位︓百万円）

売上総利益率減
0.4%DOWN
9.8%→9.4%

売上高減少に伴う
利益額の減少

売上高減少に伴う
利益額の減少
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（個別）業界別 売上高増減表
得意先
（業界）

対前年同期増減（矢印） 及び シェア（％）

2018/3 2019/3 2020/3

ＦＡ・産業機器 40.5% 40.4% 34.2%

自動車（車載） 15.2% 18.4% 22.4%

半導体・液晶 12.0% 9.1% 9.5%

社会インフラ 3.6% 3.4% 3.7%

アミューズメント 3.3% 4.0% 3.3%

情報・通信 3.6% 2.7% 2.3%

医療機器 1.2% 1.4% 1.6%

環境・エネルギー 1.3% 1.4% 1.3%

食品 0.2% 0.6% 0.6%

セキュリティ 0.2% 0.3% 0.1%

その他 18.9% 18.3% 21.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0%

※ 2020年3月期より集計方法を変更しております。
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売上高比率

47,384
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海外売上高構成 2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

（参考）
主な通貨の
為替レート

1米ドル 120.61円 116.49円 113.00円 111.00円 109.56円
1ユーロ 131.77円 122.70円 134.94円 127.00円 122.54円
1中国元 18.57円 16.79円 17.29円 16.17円 15.70円

48,356

13% 3%
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22%
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北米その他の
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 2020年3月期 決算概要

 2021年3月期 業績予想

 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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業績予想について （単位︓百万円）

【2021年3月期 第2四半期の見通し】
次世代通信規格「５Ｇ」の商用化に伴う半導体関連業界の受注回復が期待されます。
しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、景況に関する先行きは不透明な
状況が続くと見込まれます。
通期連結業績予想については、新型コロナウイルス感染拡大が経営成績に与える影響が不透
明であり、現時点において適正かつ合理的な算定が困難であることから、未定としております。

2020年3月期
第2四半期

2021年3月期
第2四半期 業績予想 対前期増減率

売 上 高 67,608 70,000 3.5％

営業利益 909 750 △17.6％

経常利益 1,036 800 △22.8％

四半期純利益
（※） 689 500 △27.5％

（※）親会社株主に帰属する四半期純利益

（業績予想の前提となる為替レート １米ドル＝110円 １ユーロ＝123円 1中国元＝16.0円）
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配当金の推移

期 第2四半期末 期末 年間
配当性向

連結

１７/３月期 １４円 １４円 ２８円 24.6％

１８/３月期 １４円 １６円 ３０円 13.5％

１９/３月期 １７円 １７円 ３４円 20.7％

２０/３月期 １７円 １７円 ３４円 40.4％

２１/３月期 １７円
（予想）

１７円
（予想）

３４円
(予想) －

当社は、株主の皆様に対して安定した配当を継続するとともに、業績の進展状況
により今後も増配などを実施して行くことを目指して参ります。
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 2020年3月期 決算概要

 2021年3月期 業績予想

 第10次中期経営計画「NEXT 1800」
の進捗状況について
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【売上高】

【経常利益】

Challenge 1500 NEXT 1800
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【商談事例】
検査搬送設備
（FPD関連業界向け）
組立ロボット装置
(産業機械業界向け)

移動電源車両
（産業機械業界向け）

【収益性の向上】
培ったエンジニアリング力を
得意分野へ注力し、収益性向上
を推し進める。

エンジニアリング事業について

第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

約135億円
約126億円

約124億円 約120億円

単位：百万円
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【商談事例】

・大手工作機械メーカー欧米工場へ
SCMビジネス開始

・OA機器メーカー業務用プリンタ向け
電子部品SCMビジネス開始

【トピックス】
2019年4月にグローバルSCMソリューション部
発足に伴い、グローバル物流インフラの見直し、
改善活動を開始

（目的）
物流コストダウンにより他社と差別化を図ることで、
より安価にお客様へサービスを提供することが出来
る体制を構築する。

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙSCMｿﾘｭｰｼｮﾝ事業について

第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について

約67億円

約92億円
約86億円

約38億円

グローバルSCMソリューション 売上高推移
単位：百万円
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第10次中期経営計画「NEXT 1800」の進捗状況について



19

以上のように、高い成長性・収益性・安定性を
求めて、経営に努力してまいりますので、今後も
一層のご支援を賜りたくお願い申し上げます。


